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多職種連携を理解するためにインターライ方式ケアアセスメントを活用した教育の評価多職種連携を理解するためにインターライ方式ケアアセスメントを活用した教育の評価

青森県立保健大学のヘルスプロモーション戦略研究の概要

ＭＤＳ１）の後継版インターライ方式ケアアセスメント２）３）のツールを活用
することで、訪問看護計画とケアプランの両者を自ら考えて学べるような教育
を実践し学生の実習目標達成度から評価を試みる。

Ａ大学看護学科の在宅看護実習履修者に、実習の学内演習の一部として、対象
者全員がインターライ方式ケアアセスメントを活用したケアプラン・訪問看護
計画の実践を演習した。その後、実習の学びについて「在宅看護実習目標達成
度評価表」を用いて各自の学習成果を自己評価し提出するよう課した。

「利用者・家族の生活環境を説明できる」は７２名（７６．６％）で、努力を
要するが１名（１．１％）だった。「利用者・家族の生活環境を活かした方法
で援助計画を立案できる」は５４名（５７．４％）であり、努力を要するが２
名（２．１％）であった。「利用者・家族の生活全般の解決すべき課題および
その根拠が説明できる」は６１名（６４．９％）であり、努力を要するが３名
（３．２％）であった。「訪問看護ステーションの役割・機能について説明で
きる」は５６名（５９．６％）で、努力を要するが２名（２．１％）であった
「在宅ケアチームにおける看護職の役割・機能を説明できる」は８３名（８８．
３％）、「各専門職種との連携・協働の必要性を説明できる」は８８名（９３．
６％）で、努力を要するはいなかった。
全体的に自己評価はできる・概ねできるが半数以上おり、訪問看護計画とケ

アプラン等を自ら考えて学べるような教育ができたのではないかと推測する。
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